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平和公園にある ｢乙女の像｣ の写真があった｡ そ













































｢承知しました｣ の一言｡ 私は ｢さあ大変｣ 一階
下の部屋に戻った副部長は, 心配そうに席で待機



















大株主になるわけである｡ 昨今, たまに, 大型の
企業提携が新聞を賑わすことがあるが, 当時はそ
のようなことは日常茶飯事に行われていたのであ










































































ムの最上階 3階の部屋で 2ベッドルーム, 暖炉ま
である｡ 勿論, 敷地内にはプールやジムや地下の
駐車場も完備している｡ 家賃は 1,500ドル｡ 隣に
は, ゴルフ場がある｡ これからここに一人で住む




























店の看板に必ずと言っていいほど “TO GO” と
書いてある｡ 中に入ると, 必ずオーダーしたとき
に ｢TO GO……？｣ と聞かれる｡ 私は初めのう
ちは, アメリカの “TO GOチェーン” は凄いな
と思っていたが, どうも様子が違う｡ これも後で

































































ださい｡ 専務も了解しています｣ とのこと｡ 私は
直ちに関係者より事情聴取を行い, 状況の把握に
























































は九竜 (カオルーン) のオムニ香港ホテル｡ 同社
































































































ならない｡ さあ, 困った｡ 運送屋さんの手配は別
に大変なことではない｡ 無登録車であっても, 運
送屋さんに頼めば, 仮ナンバーで運送が可能なの













ないんです｣ 運送屋さんに聞いたら, ｢ 1時間の















開かないのを見て, 係りの人が言った｡ ｢これ, 1
トン車ですか？｣ 私は目を合わさずに言った｡
｢はい (心の中では, “少し大き目” ですが)｣



































ことである｡ 私は各社に働きかけ, 丸紅, ローム,
伊藤忠, 日本信号, グローリー工業など錚々たる
メンバーを集めて, 非接触カードシステムを商業






































































のだ｡ 分析は出来ても, 集計は出来ない｡ 世間が
ゴールデンウイークで浮かれる中, 経営企画課は
一番大切な仕事の真っ最中であった｡
さて, コンピュータであるが, どうやら, 数字
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をどこかに記憶することが出来るようである｡ 今
でいう, データベースである｡ これなら, ばらば
らに出てきた数字を提出時点で記録が出来るわけ
で, 最後に集計をすればいいのであるから非常に
楽になる｡ 次に, 平均伸び率である｡ 例えば,





















か｣ 当時, NEC, 富士通, シャープなどがパソ
コンを販売していたと思う｡ 見ると, 富士通の説
明書が最も充実しており, 大きな段ボール箱一杯
位あった｡ 迷わず, 私は, “富士通 FM7” を選















た｡ “変数” である｡ この意味が分からない｡ 例
えば, Aとか Bとかが変数らしいのであるが,
勝手にたくさん出てくる｡ “A＝A＋1”, とか “A＝
A＋B” なんてのがどんどん出て来る｡ これは何
だ｡ 私は, まず, ベーシックをマスターしようと
したのであるが, まるで進まない｡ 本屋に行くと,
いくつかの関連書が売ってある｡ その中で, “Oh
FM !” と “電波新聞” が出している本を買った｡
そしてその中にある, プログラムリストを片っ端
から打ち込んだ｡ 打ち込んで “RUN” をかける
と動かない｡ ミスである｡ そこを修正すると, 又,






たこと｡ そうこうしている間に, 突然, “変数”
が理解できた｡ 単なるデータを入れる箱に過ぎな
かったのである｡ 何で, “データ箱” とでも言っ
てくれなかったのであろうか｡ その後, 二回に分














ととした｡ “IBM 5550” で, プリンターを入れて
300万円くらいはしたと思う｡







に, 為替, 貿易比率, 原油の取扱高などを勘案し
たシミュレーション資料を提出したのである｡ 例
えば, 通常の売上の伸びは 5％, 為替は 105円,
貿易比率は 50％, 原油の取り扱いは 20％増など
という具合に｡ その中で, ありうべきものを選択
し, 当社の売上高目標を決定した｡ 当然, その予
測は的中することとなる｡









よ｣ と答えた｡ これが, 恥の責め苦への入口であっ




















話がそれた｡ 私が出た映画は, 当然のこと, メ
ジャー映画ではない｡ ホネフィルムと製作をした,
｢中国の鳥人｣ である｡ 椎名誠さんの原作で, 中
国の雲南省を舞台とするメルヘンである｡ 当時,
雲南省に入るのは, なかなか大変であったようで
ある｡ 主演は, 本木雅弘さん, 石橋蓮司さん, ハ
リウッドの名優マコ・イワマツさんなど有名人揃











ところが, これが, 地獄の三丁目であった｡ 本
木さんが丸紅に来るため, 漏れると大変なことに






































い｡ 私のシーンは, 無事に残っていましたよ, 但
し, 早送りで｡ 数分間のシーンが, 1分にも満た
ないシーンとして｡ やはり私の演技が良くなかっ
たのか｡ 脆くも, 私の助演男優賞は, 夢と消えた｡
いくら名演技でも 1分では無理でしょう｡ しかし
ながら, 映画は高く評価され, その年のキネマ旬
報のベスト 10に入った｡ また, 横浜映画祭に,
石橋蓮司さんと招待され, 1,000人の聴衆の前で
挨拶したりもした｡
ところで, 後日談がある｡ つい最近, ｢おくり




何と ｢中国の鳥人｣ を一緒に製作した人で, それ
以外にも何本か一緒に映画を製作したのだ｡ 一歩








ある｡ アメリカは, 時差の国で, 西と東とでは,
3時間も時間が異なる｡ 従って, 片方は, 夜の 9
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ら, 中高年はいらないと断った｡ 私は, それから,
嫌がられるのも厭わず, 毎日人事部長にお願いに
行った｡ 人のいい人事部長は, ついに了解してく
れた｡ 戻された人たちからは, その後, 大いに恨
まれることとなる｡ 覚悟の上である｡
次は, 経営者である｡ 既に OBの方が社長を務
めており, 副社長も 50歳を超えている｡ さあど




た｡ さあ, 会社が了解するかどうか｡ 何せ平社員






















そうそう, 関連の話をいくつか｡ 前社長は, レ
ストランのマネージャーに転身され, 毎晩レジを
やられたそうである｡ 申し訳ない｡ 本社に戻され











取締役 (後に副社長) と話しているうちに, 10
年もしたらやってくる 21世紀の当社像を, その
頃に当社の経営を担っている層に描かせてはどう
か, ということになった｡ 取締役は, 直ぐに ｢分
かった｣ と言ってくれ, 経営会議でも了解を取っ
てくれた｡ 彼がすごいのは, 決断が速く, 口も出
さずに任せてくれることだ｡ しかし責任は大きい｡
｢メンバーも君が選んでくれ｣ 早速人選にかかっ
た｡ 基準はただ一つ｡ 50の頃に, 経営者になれ
る人材かどうか, すなわち役員になれるかどうか,















て任された｡ 私は, 自分の下にいた, 川口君を事
務局兼書記として決めた｡ 会合は, 毎週土曜日








さて, 最初の会合の時である, 一人, 落ち着い






実は, 皆忙しい身なのである｡ それ以降, 吉廣さ
んは, 出席しなかった｡ そうこうしながら, 会議











で, 秘策の中身を話す｡ 実は, 会議の内容を川口
君が, 私の指示の下, 一字一句全て議事録に取っ




る｡ 正しく, “天に唾” である｡ これから皆本気
になった｡
翌年になって, 数百枚に及ぶ 21世紀ビジョン
が完成した｡ いくつか, 印象的な出来事を｡ 皆さ
ん, 天丼チェーンの “てんや” を御存知でしょう｡



















これでは偉くなれんな｡ 発表以降, この 21世紀
ビジョンは, 随分と話題になった｡ その後, 私の
上司であった坂本さん (彼は, 私の意見が受け入
れられたのか, ハーバードのビジネススクールに




くれた｡ 今, それをしみじみ眺めてみると, 内容
もそうであるがそれ以上に感慨深いことがある｡
私の人材の選球眼である｡ 24名の大半の人が大
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